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６ 教科等の指導
(1)国語科

【平成２７年度「全国学力・学習状況調査」結果分析から】

全国学力・学習状況調査の結果は、下表のとおりです。

上益城の課題としては、次のような 国語 小学校６年生 中学校３年生

事が挙げられます。 定着率 Ａ Ｂ Ａ Ｂ

上益城 69.8% 62.2% 71.9% 62.8%①十分な内容理解に至っていない。

②言語活動の体験不足。 熊本県 70.2% 64.0% 75.2% 66.2%

③条件（問題）に合わせて記述する 全国 70.0% 65.4% 75.8% 65.8%

力の不足。

① 授業改善に向けて

平成２７年の調査では、物語の登場人物の相互関係を捉えることに課題が見られま

した。そこで、下のような授業アイデア例が掲載されていますので、参考にしてくだ

】さい。 【平成２７年度版全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた「授業のアイデア例」より

この事例は、TYPEⅡ 短時

間で知識・技能を確認して定着

を図る事例です。B問題の２番

の問題と対応した課題解決策の

一つです。

『活用のポイント』

この授業アイデアを活用す

るに当たって、授業づくりの

参考となるよう、他の学年・

書く教科等での指導に生かす

ことなど、参考となる情報や

指導上の留意点等を記述して

います。

調査結果から見えた課題につ

いて、解説やアイデア作成の意

図、指導の狙い等が記述されて

います。

国立教育政策研究所で作

成している他の資料の関連

を示しています。
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② １時間の授業展開の工夫

【平成２７年度「熊本県学力調査」意識調査Ｂ結果より】

１時間のめあてが 「○の作文を書こう」になっていることがあります。このめあ、

てでは、この授業でどんな力を付けたいのかが曖昧です 「引用を使って、○の作文。

、 、を書こう」とすると、引用の力をつけたいと 思いや考えを書いたり 発表したり

いうことが分かります。 意見を交換したりする場を設けてい

評価を指導の改善に生かしているか るか

熊本県 熊本県上益城 上益城

小学校 63.0% 小学校 92.1%67.7% 95.9%

中学校 59.4% 中学校 76.9%64.7% 70.6%

「ア十分」＋「イ概ね」の割合） ア多く」＋「イどちらかといえば」の割合）（ （「

【 国語指導の手引き （熊本県教育委員会 】「 」 ）

③ 授業の板書について

下の板書は、中学校の例です。小学校は、もう少し内容を精選します。教材研究で板

書計画を立て、板書を見れば授業の流れ（課題解決の方法、思考過程、授業展開）が分

かる板書をめざします。使うチョークの色や使い方は、学校で共通理解・共通実践をし

【 国語指導の手引き （熊本県教育委員会 】ましょう。 「 」 ）

めあては、本時の目標を達成する

ものになっていますか。

めあて達成と評価は連動していま

すか。

授業のまとめと振り返りを大切にし

ましょう。徹底すべきことは、徹底し

ます。子どもと一緒に考えて、子ども

の言葉でまとめられたらいいですね。

交流の場面では、書いたものを読

むのではなく、発達段階に応じて自

分の言葉で言える力をつけましょ

「めあて」「交流」「まと

め」等の学習過程のカード

を黒板に貼り、授業の流れ

が見える工夫をした学校が

多くありました.そうする

と、まとめや振り返りを忘

れにくいですね。


